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202５年度 SCSK グループ環境パフォーマンスデータ  

★：第三者保証取得データ 

 

消費電力量・再生可能エネルギー利用量 

項 目  数 量 

消費電力量（千ｋWh）  97,265 ★ 

再生可能エネルギー利用量（千ｋWh）（※1）  54,300 

,129 

★ 

再生可能エネルギー比率(％)（※2）  55.8 ★ 

 

廃棄物排出量                                                 （単位：ｔ）  

項 目                              数 量 

廃棄物合計(※3)(※4) 372 ★ 

一般廃棄物 128 

産業廃棄物 244 

 

水使用量・排水量                                              （単位：㎥）  

項 目                              数 量 

水使用量(※4) 212,135 ★ 

排水量(※4)(※5) 129,993 ★ 

 

温室効果ガス排出量 Ｓcope 別(※６) （※7）                           （単位：t-CO2e）  

項 目                              数 量 

Scope 1 直接排出 1,34７ ★ 

Scope 2 
エネルギー起源の間接排出 マーケット基準 18,51７ ★ 

ロケーション基準 ３９,４０２ ★ 

Scope 3 
Scope1、Scope2 以外の間接排出 

(事業者の活動に関連する他社の排出) 

1,731,527 ★ 

カテゴリ 1 「購入した製品・サービス」 53１,６９０ 

カテゴリ 2 「資本財」 48,705 

カテゴリ 3 「Scope1,2 に含まれない燃料およびエネルギー活動」 4,438 

カテゴリ 4 「輸送、配送(上流)」 369 

カテゴリ 5 「事業から出る廃棄物」 394 

カテゴリ 6 「出張」 5,134 

カテゴリ 7 「雇用者の通勤」 5,091 

カテゴリ 9 「輸送、配送(下流)」 126 

カテゴリ 11 「販売した製品の使用」 1,0９４,１６８ 

カテゴリ 12 「販売した製品の廃棄」 373 

カテゴリ 1３ 「リース資産（下流）」 40，932 

カテゴリ 15 「投資」 1０７ 



2 

※1 再生可能エネルギーには、再生可能エネルギーおよび非化石証書調達分を含む 

※2 再生可能エネルギー比率は、再生可能エネルギー利用量÷消費電力量で算出 

※3 SCSK 拠点(豊洲本社/お台場オフィス/多摩センターオフィス/西日本北浜オフィス/西日本千里オフィス/西日本本町オフィス/中部オフィス/ 

広島オフィス/九州オフィス)から集計 

※4 SCSK データセンター(netXDC 東京第１センター/netXDC 東京第２センター/netXDC 千葉センター/netXDC 千葉第２センター/ 

netXDC 千葉第３センター/netXDC 三田センター/netXDC 三田第２センター)から集計 

※５ 排水量が不明な拠点においては、取水量を排水量とみなして算出 

※６ 温室効果ガス排出量の定量化は、活動量データの測定、及び排出係数の決定に関する不確実性並びに地球温暖化係数の決定に関する 

科学的不確実性にさらされています 

※７ 算定除外カテゴリは以下の通り 

カテゴリ 8：該当するオフィスの賃借による排出は Scope1,2 にて算出 

カテゴリ 10：中間製品の製造販売はないため対象外 

カテゴリ 14：フランチャイズ事業は行っていないため対象外 
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温室効果ガス排出量の収集範囲・算定方法 

 

（１） 収集範囲 

※1 東京グリーンシステムズ㈱は、地元自治体の出資を受け入れる第三セクターの形をとっている特例子会社であるため、 

連結決算対象外となりますが、温室効果ガス排出量の算出では対象に含めています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SCSK グループ 本社の拠点 

（国内、海外） SCSK㈱ 国内 

ネットワンシステムズ㈱ 国内 

SCSK サービスウェア㈱ 国内 

㈱ベリサーブ 国内 

SCSK Minori ソリューションズ㈱ 国内 

SCSK 九州㈱ 国内 

SCSK 北海道㈱ 国内 

SCSK RegTech Edge㈱ 国内 

SCSK システムマネジメント㈱ 国内 

ヴィーエー･リナックス・システムズ・ジャパン㈱ 国内 

SDC㈱ 国内 

SCSK NEC データセンターマネジメント㈱ 国内 

SCSK セキュリティ㈱ 国内 

㈱アライドエンジニアリング 国内 

SCSK オートモーティブ H＆S㈱ 国内 

ダイアモンドヘッド㈱ 国内 

㈱Gran Manibus 国内 

SCSK ニアショアシステムズ㈱ 国内 

東京グリーンシステムズ㈱ （※1） 国内 

SCSK Niterra IT ソリューションズ㈱ 国内 

COBOL PARK㈱ 国内 

SCSK USA Inc. 海外 

SCSK Europe Ltd. 海外 

思誠思凱信息系統（上海）有限公司 海外 

SCSK Asia Pacific Pte. Ltd. 海外 

PT SCSK Global Indonesia 海外 

SCSK Myanmar Ltd. 海外 
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（２） 算定方法 

算定項目 算定方法 

Scope 1 直接排出 オフィスおよびデータセンターで使用した燃料、冷媒等×排出係数（※1） 

Scope 2 
エネルギー起源の 

間接排出 

オフィスおよびデータセンターで使用した、他社から供給された電気、

熱・蒸気×排出係数（※2） 

Scope3 

カテゴリ 1（※９) 

「購入した製品・サービス」 
購入製品・サービスの支出金額×排出係数（※3) 

カテゴリ 2 

「資本財」 
設備投資額（有形・無形）×排出係数（※４） 

カテゴリ 3 

「Scope1,2 に含まれない 

燃料およびエネルギー活動」 

エネルギー資源使用量（送配電損失を含む電気、燃料等）×排出係数（※３） 

カテゴリ 4（※11） 

「輸送、配送(上流)」 
製品重量×輸送距離×排出係数(※1)（※4）（※8) 

カテゴリ 5 

「事業から出る廃棄物」 
産業廃棄物・一般廃棄物重量、下水道処理×排出係数（※３） 

カテゴリ 6 

「出張」 
通勤費以外の交通費×排出係数（※４） 

カテゴリ 7 

「雇用者の通勤」 
通勤費×排出係数（※４） 

カテゴリ 9（※11） 

「輸送、配送(下流)」 
製品重量×輸送距離×排出係数(※1)（※4）（※6) 

カテゴリ 11 

「販売した製品の使用」 

製品の販売台数×１台当たりの年間使用電力量×想定耐用年数×排出係

数（※5）（※6) 

（※5）（※６） カテゴリ 12 

「販売した製品の廃棄」 
製品の販売台数×1 台当たりの重量×排出係数（※４）（※６） 

カテゴリ１３（※10) 

「リース資産（下流）」 

データセンターに設置された他事業者設備等の電力使用量 × 排出係数

（※２）  

カテゴリ 15（※11） 

「投資」 
出資先排出量（※７）×出資比率 

※1 エネルギー起源に合わせ、以下の排出係数を利用 

・ 環境省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver6.1)（令和 8 年 3 月)」 

・ GWP は IPCC AR6 WG1 Chapter 7 Supplementary Material (2021) の 100 年時間軸値を使用 

※2 エネルギー起源に合わせ、以下の排出係数を利用 

・ 環境省・経済産業省 「電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用)－R6 年度実績―R8.1.9」 

・ 環境省・経済産業省 「熱供給事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用)－R6 年度実績―R8.6.30」 

・ 環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ｖer.3.6）」 

・ 環境省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver6.1) (令和 8 年 3 月)」 

・ 各海外拠点所在国のグリッド排出係数 
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※３ 以下の排出係数を利用  

・ 環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.6）」 

・ サステナブル経営推進機構「IDEAv2.3（サプライチェーン温室効果ガス排出量算定用）」  

※４ 環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.6）」 

※５ 環境省・経済産業省公表 「電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用)－R6 年度実績－R8.1.9 

※６ 当社グループでは取り扱う製品が多いため、当該年度の販売製品より代表製品を選定して排出量の算定をおこない、全体の排出量を推計 

※７ SCSK の主要なオフィスの排出原単位を基に出資先の排出量を推計 

※8 当社グループでは取り扱う製品が多いため、当該年度の仕入製品より代表製品を選定し排出量の算定をおこない、全体の排出量を推計 

※９ 従前は主要な購入した製品・サービス（仕入製品、外部委託費、データセンター賃料、上水道料金等）を算定対象としていましたが、 

当年度より算定対象範囲を拡大し、事業運営に係る各種費用を含めて算定 

※10 従前Ｓｃｏｐｅ２に含めておりましたが、当年度より、カテゴリ 13 に計上しています。 

※11 当年度より算定対象としています。 


